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13:40～ 大野田小学校PTAコーラスサークル 
１４：00～ 住民総会 
     🌸運営委員の申込みを受付いたします。 

終了後    茶社のコーヒーとクッキーでティータイム 

           お待ちしています。 

 
  

大野田小学校 2 年生のグループがけやきコミセンを調べにきました。 

わかったことをクイズやかるたにしてくれました。「けやきかるた」の一部を紹介します。楽しいね。 

 
べ べんきょうしつはしずかにべんきょうしよう   け けやきコミセンの木にはすずめばちがいる 

エ エレベーターは４人のりです       ご ５０円でコーヒーがのめる。水はむりょうだそうです 

か かだんの花はけやきコミセンの人がそだてていてとてもきれい 

こ こうぐしつのとなりにはひみつのへやがあってふだんははいれない  ときどき○○○○がでる 

 

住民総会のおしらせ 

あなたの参加はまちづくりの第一歩！ 
 

 

 

けやきまつり 
5月１８日(日) 11:00～15:00 

屋台（焼きそば.ピザ.ドライカレー.フランクフルト他） 

バザー・フリーマーケット・ステージ・子どもコーナー 

 

4月 19日 (土) 13:40～ 是非お越しください 

など 



★パワフルな先輩 

あっという間の一年でした。 

運営委員になって一番驚いたのが、常に前向

きでパワフルな先輩たちの姿です。“夏の暑さ

にも冬の寒さにも負けない”力強い先輩たちに

日々勇気をもらっています。 

また、行事を通して多くの事が地域の方々の

繋がりで支えられている事を改めて感じまし

た。新しい出会いや懐かしい人との再会もあ

り、一歩踏み出して本当に良かったと思ってい

ます。 T さん 

身近な居場所 けやきコミセンへ！                                   

今回はけやきコミュニティセンターに一歩足を踏み入れてしまった、新人運営委員の「声」を集めて 

みました。３大イベントを経験し、その中で地域の居場所としての重要性や人々との出会いを通して、 

それぞれの思いを語って頂きました。

 ♪♫ けやきの運営に参加してみませんか？ ♪♬ 

コミュニティセンターは

地域における豊かなまちづ

くりを推進する施設です。 

市民の『自主管理・自主企 

画・自主運営』を原則とし 

運営委員と協力員の市民 

ボランティアで構成された 

協議会が運営しています。 

運営委員：コミセンの管理運営・まちづくりの企画や活動を行います。 

1. 月１回運営委員会に出席 

 ※毎月第 2水曜日 奇数月…19：00～、偶数月…13：30～ 

2. イベント…けやきまつり・夏まつり・どんと焼き の実行委員 

3. 館の管理運営（各種係りを担当） 

4. 市から委託された窓口当番（一日 3交代制で来館者の対応、部屋の予約等） 

協力員：まちづくり活動（イベント、まちづくり局等）やコミュニティニュー 

スの配布を行います。

☛詳細は窓口までお問い合わせください。 

4月 19日（土）住民総会で運営委員の受付もいたします。 お待ちしています。 

★親しまれるコミセン 

長年勤めた会社を退職し、今後の事を考えた時 

に、人と関わりを持つ事の大切さを感じて、昨年 

運営委員の登録をさせて頂きました。最初のイベ 

ントがけやきまつりでした。当日は焼きそばコー 

ナーのお手伝いをしたのですが、訪れる皆さんが 

年齢問わず所狭しと楽しそうにしている姿を目に 

して、終えた後の疲労感はありましたがそれ以上 

に充実感がありました。 

現在もけやきコミセンが地域の皆さんに本当に 

親しまれた存在なのだと感じながら、微力でもお 

手伝いが出来ればと活動をしております。 

O さん 

 

★きっかけ 

運営委員になった流れ⇒けやきニュース  

(愛読？)⇒イベント参加(落語会)⇒企画・運営に

興味⇒窓口で詳細を聞く(誰でもやれるよ感)⇒よ

し、やってみよう！ と、けやきに一歩足を踏み

入れてしまいました。仕事を辞めてからも、何か

の形で社会と繋がっていたいという思いがありま

したので、窓口では老若男女、様々な年代の方と

交流できるのをとても嬉しく思っています。 

そして今では、きっかけとなった「けやきニュ

ース」の担当の一人として、楽しい話題やお役立

ち情報等、興味深い記事作りに奮闘しています。 

K さん 

★心地よい居場所 

けやきコミセンの運営委員になってみまし

た。誘われるがままに、自分にも出来る事が何

かあるかもしれない、と期待に胸を膨らませて

(笑)いたものの、予想以上に自分が忙しくなっ

てしまいました。 

運営委員会には何とか 1回参加、記録係の役

割は果たせたけれど、係の仕事にはあまり役に

立てなかったな。それでもたまに顔を出せば、

いつものように迎えてくれる。そんな雰囲気が

地域の居場所にはとても大切なのです！ けや

きまつりは楽しい思い出になりました。  

M さん 
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生活豆知識 第３弾 

 火災に備える！  
 

もし火事になったら、 
火事を見たら、 

あなたはどう行動する？ 
 

 １．部屋から火が出た！ 

① 落ち着いて炎の程度を確認し、判断する。 

② 必要に応じて、火元に向けて消火器を使う。 

③ 一酸化炭素は非常に危険。（低姿勢で移動） 

④ 非難は迷わず、最短距離で、早めに！ 
 

２．外で、火事を見た！ 

① 119通報。(正確な場所と火の状況を通報) 

② 消防車が着く前にできることの確認。 

a)周囲の人たちに避難喚起。 

b)安全な範囲での初期消火。 

 
普段から、イメージ･シミュレーションで、練習しておきましょう。(^^)/ 

 

 

 
 

３ 

 

第７回 防災フォーラム 

2025年 2月 23日（日）、けやきコミセンホールにて大野田地域防災の会主催の地域交流会

「第７回防災フォーラム」が開催されました。市防災課をはじめ地域の様々な団体の代表者を中心

に 40名以上が参加しました。 

今回のフォーラムの基調講演は、 

千葉市の職員で熊本地震の際に実際に避難所支援のご経験のある 

内谷氏による「避難所が機能するとは、いったいどういうことを指すのか」 

と題しての講演でした。 

熊本地震における避難所運営の実例をもとに、開設から運営、そして 

撤収に至るまで、実際に現場で経験された出来事を詳しくお話しいただ 

きました。避難所開設については当会でも訓練等を通じて様々な 

取り組みをしていますが、特に運営から撤収期については十分想定が 

できておらず、様々な学びを得ることができました。 

 

講演後には、講演で触れられた課題をもとに、参加者によるワークシ

ョップが行われました。 

参加者は 4つのグループに分かれ、 

「発災時に食料を供給できる地元の企業はあるか」 

「炊き出しが可能な条件と不可能な状況とは」など、 

現実的で具体的なテーマについて意見を交わしました。普段の防災訓練ではあまり議論されることのな

い、より実践的な課題に焦点を当てた話し合いが行われたことで、参加者の関心も高まり、有意義な時間と

なりました。開催後のアンケートにおいても多くの参加者から「満足」「防災対策や意識に変化があった」と回

答いただけました。 

今回のフォーラムを通じて、避難所運営の課題を具体的に考える機会となり、地域の防災力向上に向けた

新たな視点を得ることができました。大野田地域防災の会は、今後もこうした機会を継続し、地域防災の取り

組みを強化していきます。ご興味のある方のご参加をお待ちしています。  （大野田地域防災の会 篠原） 

 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営：けやきコミュニティ協議会 

開館時間   9:30〜21:20 
休 館 日  水曜日 
住 所  武蔵野市吉祥寺北町 5-6-19 
Tel&Fax   0422-54-8719 
HP  https://keyaki-c.com/ 
（空き部屋確認可/けやきニュースをカラーで見られます） 

「X」で情報発信中 
AED・防災無線設置済み 
フリーWi-Fi 有 

けやきコミュニティセンター 

ムーバス＜吉祥寺北西循環＞ 

けやきコミセン下車すぐ 

編 集 後 記  

2024 年度もけやきコミセンの活動へのご理解と 

ご協力、そしてニュースのご愛読ありがとうござ 

いました。気がつけば誌面に「コロナ」の文字が 

一度も出てこない時代になりました。 

「アフターコロナ」の生活が定着したことを受けて、 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

地域コミュニティを再構築する試みが各所で見ら
れ、けやきコミセンでも馴染みのあるイベントに
も、新しいつながりや担い手が生まれ育ちつつあ
ります。門戸の広いけやきコミセンとして、これ
からがますます楽しみです。 

 

 

 

まちづくり局 

 

                                                

1 月 11 日(土)10:00～ 

大野田小学校で行いました。 

冬晴れのもと、大野田小学校 

PTA コーラスサークルの歌声 

から始まり、年男・年女によ 

る点火式のあと、獅子舞の演舞・ 

お汁粉の振舞い、マシュマロ 

焼き、むかしあそびを楽しみま 

した。 

約 800 人の来場者、いつも 

安全を見守ってくれる交通安全協会、 

消防団の方、PTA、地域のお手伝いの 

方、青少協、あそべえ、緑町コミセン 

けやきコミセンなどの約 100 人の 

スタッフと今年一年の無病息災を 

祈願しました。 

 

どんど焼きとむかしあそび                                 

 

 

3 月 2 日(日)、春の陽気の中、恒例のイベ 

ントが行われました。白玉粉で作った柔らか 

い生地で、あんこと新鮮ないちごを包みます。 

続いて和室で抹茶体験。床の間に掛け軸と 

季節の花を飾り、着物姿の先生が教えてくだ 

さいました。入口から 1 人ずつお辞儀をして

入り、習った通りに自分でお茶を点てていた

だきます。緊張して静かになったこどもたち

ですが、和室を出ると笑顔がこぼれました。 

 

文化企画＆けやき塾 『新春落語会』 

1 月 26 日(日)14:00～ 

まちづくり局けやき塾 

と文化企画のコラボで 

ホール満員の中「新春 

落語会」が行われました。 

武蔵野敬太さんと 

真打の春風亭三朝師匠 

の出演で室内は大笑い 

の連続。時のたつのも 

忘れ、皆で楽しい時間 

を共有することが出来 

ました。 

春風亭三朝さん 

敬太さん 

 あそび隊春企画 

お抹茶体験といちご大福作り 

まちづくりフェスタ 

2024 年 12 月 21 日(土)14:00～16:00  

スタンプラリー形式で 14 チームを回って、日頃の活動を地域 

の皆さんに紹介しながら楽しんでもらいました。スタッフを 

入れて 170 名の参加でした。仲間づくり、地域交流へどうぞ 

皆さまの一歩をお待ちしています。 

 

 

 

14 チーム：●よみきかせ紙ふうせん ●風と歩こう２ 
●けやき塾 ●けやき茶社 ●けやきあそび隊 ●からだほぐし 

●ボッチャ楽笑会 ●アートの扉 ●けやきガーデナーズ 
●ナイトウオーク ●楽しく歌いま唱 ●ゲームを楽しむ会 

●けやきこもれびひろば ●オンライン研究会 

アートの扉 よみきかせ紙ふうせん けやき塾 こもれびひろば 

https://keyaki-c.com/

